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今なぜスウェーデンか

1.はじめに

2007年12月31日発行・・・所報NO.341

(社)スウェーデン社会研究所所長

須永昌博

(社)スウェーテ、ン社会研究所(JISS)は2007年10月で創立40周年を迎えました。この40年聞は私がスウェーデン社

会にコミットしてきた期間とほぼ閉じlこなります。私は30才の時に創設されたばかりのスウェーデン大使館科学技術

部に雇われました。仕事はスウェーデンに対するコンサルタントです。初代の部長、 29才のニルス・ホーヌマルクさん

は、私が人生で、始めて出会ったスウェーデン人で、いまでも厚誼を得ています。以来60才で定年退職するまで、スウ

ェーヂン社会にドップリつかった30年間で、した。退職後もJISS，スウェーデン企業へのコンサルタント、及びスウェー

デン人への宿泊施設スナガハウスを通じて、スウェーヂンとの関係はさらに続いています。

都合40年近いスウェーデンとの経験が、本稿の主題になります。スウェーデン(及び北欧諸国)は実に素矯らしい国

だと思います。なぜそう思うのかをここでご紹介します。そして日本がこれからとるべき道へのヒントを考えてみます。

2.国様ランキング

皆様も是非 www.dataranking.cornをご覧になって、スウェーデンと日本を比較してみて下さい。ストックホルム商科

大学の鈴木准教授が監修した国別、項目別の国際ランキングで、これをみると日本の国際的な地位が一目瞭然で、

その低さに唖然とします。人間の良い菌、あるべき姿からみたとき、日本がスウェーデンを超えるものは何もありませ

ん。一例はODA(政府開発援助)で、スウェーデンはGDPの1%を貧困国救済にあて、世界でトップです。日本は

0.28%、世界で22位とくらべものになりません。しかもスウェーデンは100%無償援助、人道支援中心なのに日本は50%

がローンで建設土木中心です。

3.スウェーデンのプライド

lプライドは人間である証です。人権尊重とは、とりもなおさず個人のプライドを尊重することです。スウェーヂンの痴

呆老人や身障者のケアの仕方、および子供たちへの対し方をみていると、いかにブライドを損ねないように、プライド

を重んじようとしているかがわかります。日本のデイケアセンターで遊戯をさせられている老人を見ていると、まだま

だ道は遠いなと思わざるを得ません。個人のプライドを尊重する国であれば当然、国にもプライドがあります。次の図

を見てください。

スウェーデンの温室効果ガス削減目様
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スウェーデン社会研究所所報

これは京都議定書が各国に求めた温室効果ガスの削減目標とスウェーデンの対応を示したものです。議定書のス

ウェーデンに対する要求は90年度比プラス4%(図中グラフの上、緑色)でした。臼本はマイナス6%です。ほとんどの

国がマイナスです。この決定にスウェーデンは不満足で、議定書とは完IJにマイナス4%(図中グラフの下、青線)と国

会で決議してしまいました。国連の会議がスウェーデンにはもっとC02を排出しても良いと公認しているのに、何故わ

ざわざ負担の重くなる方向に決議をするのか。このような決定をしたのは世界中でスウェーデ、ンだけです。菌の政策

担当者はその理由を小声で"スウェーデンのプライドだよ“と言います。

このプライドは、先述のOOAを始めスウェーデンがとるあらゆる政策に現れています。スウェーデンの政策担当者

は“目標を低くすれば、低い結果しか得られない"と度々口にします。国が持つプライドは、国が抱く志でもあります。

日本の志と臼本人のプライドは何処へ行ってしまったのでしょうか

4.白本のとるべき道

私はここ10年以上、毎年チャルマース工科大学の経営大学院のビジネスマン相手に、「日本文化と産業Jについて

講義を続けています。生徒で、あるスウェーデンビジネスマンが知りたいのは、日本人のものの考え方と態度の裏にあ

る動機です。そこで臼本の歴史を紹介することが必須になります。私から見ると日本の歴史は、優秀な生徒で真面白

に学ぶ生徒の歴史にほかなりません。私は日本の歴史、すなわち生徒としての歴史と修得した内容を次の3段階に

沿けて彼らに説明しています。

.第一期:仏教、儒教、漢字の伝来から黒船襲来まで、韓国、中国が先生の時代

・第二期:ペリーの黒船から敗戦でマッカーサーが来るまで、ヨーロッパが先生の時代0

・第三期:マッカーサーの占領軍から今まで、アメリカが先生の時代。

このことを別の言い方をしてみます。すなわち日本人は4枚の上着と着物を着ています。一番上に着ている上着は

アメリカ製で、布地は民主主義、税制、教育制度、などでできています。この上着は新しく軽いので、必要なときにす

ぐ脱いでしまいます。その下にはヨーロツI~製の着物を着ています。縦糸、横糸は法制度、軍隊、芸術、科学、思想、

技術などなどです。しかし時に応じて脱ぐことがあります。その下に着ているのはもっと厚くどっしりとしている、韓国・

中国製の着物です。儒教、仏教、道教などで染めてあります。これはなかなか脱ぐことはありませんが、修IJえば工場

を新築したときなどには脱いで‘しまいます。その下にまとっているのが、日本製の着物です。その材料は、アニミズ

ム、神道でできています。これは日本人の身体に密着していて脱ぐことはありませんし、出来ません。通常、日本人

は、日本に来る外国人ビジネスマンには、アメリカ製の上策か、せいぜいヨーロツ1¥製の着物を着ている姿しか見せ

ません。でも何かのときに、中国・韓国製や日本製の着物を見せることがあります。この時外国人はそれまで理解し

ていた臼本人のイメージが崩れ混蓄しします。

これらの着物、すなわち日本製を除いた3枚の着物は、日本人がその時々の先生から熱心に学んで作り上げたも

のです。日本人の特質lま纏めて真蕗自で、誠実で、熱心な生徒でありうることです。この世界に類をみない特質を忘

れて、なまじ先生になろうとすると必ず失敗します。韓国、中国侵略がそうですし、 80年代の購り“Japanas No 1"が

そうでしょう。今の日本の地盤沈下はアメリカを先生とする時代が終わり、それに代わる先生を見つけられないからで

はないかと思います。

日本人は先生の器ではありません。また、先生に対して人格的に対等であることも苦手のようです。すなわち、これ

からも誠実な生徒であり続けることが日本人の美徳ではないでしょうか。先生ではなく誠実な生徒として国際交流と

国際貢献につくすことが、日本のとるべき道だと信じます。それではアメリカの後で誰を先生とすべきか。もうお分かり

とおもいますが、スウェーデンを含めた北欧です。これが私が40年間コミットしてきたスウェーデンに関する結論で、

40周年を迎えこれからも(社)スウェーデン社会研究所をより良い学習の場として行きたいと思います。

Copyright (C) 2007 Bulletin of The Japan lnstitute of Scandinavian Studies AiI Rights Reserved 

http://www.82bx.netどjiss/2007.12.31/1.html
J乙

2/2ページ

2008/03/14 



スウエーテ、ン社会研究所所報

J!$， ~，II:~，， ~ "i: 

JISS所有i

第65回ヴァイキングから今日のスウェーヂン人へ

一一現代のスウェーデン人になった理由

2007年12月31臼発行・・・所報No.341

ブレインプラス合同会社代表

工学博士

ヨハン・パンション

私(ヨハン・バンション)は1991年に初めて日本に足を踏み入れたときにこの国に興味を持ち、以来10年間日本に滞

在して活動を続けてきている。日本での経験を積むうち、私は自分の母国であるスウェーデンと臼本の聞に多くの共

通点があることを見出すとともに両国の違いにも気付いた。本Bは最後にそのお話しもしたいと思うが、まず、は講演

の主題である「ヴァイキングから今日のスウェーデン人へー現代スウェーヂン人になった理由JIこついてお話しする。

話の組み立てとしては「スウェーデンの歴史J、「スウェーデン人の性格Jそして「スウェーデンと日本の類似点、と相違

点」とし、うIi頂序でお話ししようと思う。

スウェーデンの歴史

スウェーデンが世界史に登場してくるのは、 8世紀から11世紀のヴ、アイキングの活動からである。ヴァイキング、は優

れた技術による武器と造船・航海術を持ち、 700年から約300年間にわたってヨーロツ1¥の各国を襲ったり、商取引を

したりしていた。当時のスカンジナピアは小国が乱立して争いが絶えなかったので、敗れた男達は一旗揚げるために

ヴァイキングになることが多かったので、ある。スウェーデンのヴァイキングはデンマークやノルウェイと違って主に東

に向かい、 1¥クダッドまでも勢力を伸ばした。ヴァイキングにとって宗教は重要な存在であった。ヴァイキングの神々

は悪と戦うために人間の協力を必要としていて、勇敢な戦死者は天国(ヴ、アルハラ)へ行き神の軍に入ると信じられ

ていた。戦いに強いことは神から与えられた美徳であり、掠奪は悪いことではなかった。そのためヴァイキングは死を

恐れずに戦うので強くなり、恐れられた。しかし掠奪を行った西欧諸国からキリスト教の感化を受け、他の国も強くな

るにつれスカンジナピアの内部も落着き、 12世紀にはヴ、アイキング時代は終った。

。14世紀のスウエーテ‘ンは、国王の王族聞による内乱の時代であった。16世紀にグスタフ・ヴ、ァーサが国王となって

国を統一、スウェーデンは強国となった。グスタフ・ヴァーサは当時ヨーロツ1¥北部で広まったマルチン・ルターのプロ

テスタントを国教に取り入れ、自ら教会の主権力者となった。国王は彼の権力を強化するためプロテスタントを利用し

たのである。

17世紀のスウェーデンはカール11世が専制君主として権力をふるい、ヨーロッパで、起った30年戦争に参戦した。カ

ール11世は宗教上の理由だけではなく、バルト海の領土と通商権を取ることを目的に30年戦争に参戦したのであ

る。この時期にスウェーデンは歴史上最も広い領土を確保し、ノルウェイ、デンマーク、フィンランドの多くの部分がス

ウェーデン領となった。

しかし18世紀に入るとロシアがカをつけて強固となってくる。そしてスウェーデンはノルディック戦争で敗北するとフ

ィンランド湾南岸を喪失し、大国の地位を降りていった。国王の権力も低下し、カール12世の死後は議会が国の権力

を握るようになる。一方、圏内的には平和な時代で、フランス、イギリスから自由主義の思想が、そして文化薗では科

学、文学、演劇、オペラなどが入ってきて盛んとなる。この時期、植物学のリンネ、物理学のセルシウスなど多くの学

者を輩出した。

19世紀のはじめ、ロシア、フランスとの戦争で敗れたスウェーヂンは、フィンランドの独立を認めるとともに、国王に

はフランスからベルナドットを招く。以来スウェーデンは対外的には中立を保ち、約200年戦争をしていなし、。国王は

依然として公式上の権力は持っていたが、以前のような専制ではなくなり、国政は貴族、聖職者、市民、農民からな

る議会が権力を持つようになった。

19世紀には、誰もが同等の自由と権手IJを持つべきだという自由主義思想が広まり、言論の自由、選挙改革、法の
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スウェーデン社会研究所所報

改正、独占禁止法、外国からの投資の自由化、教育改革が行われた。一方、社会環境としては、人口が50年間で2

倍に増加すると同時にひどい凶作に見舞われたので、国民は極めて貧しく、世紀中半頃は圏中が貧困に端いだ。

スウヱーデンはヨーロッパ各国に比べて産業革命に出遅れたが、 19世紀末になると産業は大きな発展をみせる。鉄

鋼と森林がスウェーデンの最大の資源であった。ノーベル、ボjレボ、ヱリクソン、 SKFなどの大企業が相次いで出てス

ウェーヂンの産業を支えた。

20世紀のスウェーデンは、平和を維持する中で多くの点で変化した。世紀初頭、人々は国会や政府に下から影響

を与え、民主主義による国民運動がますます盛んになる。産業では工業が発展し、地方からは多くの人々が都市に

移住した。普通選挙と議会主義が導入され、社会民主主義が優勢となり、貧富の差は縮小、女性の権利が増大し

た。病院や学校がつぎつぎと建設され、かくしてスウェーデンモデルといわれる現在の福祉国家が出来上がった。

スウェーデン人の性格

スウェーヂン人の性格について述べてみよう。

まず、スウェーデン人の性格を特色づける5つのキーワードを挙げ、以下のそれぞれについて説明する。

5つのキーワードとは、(1)独立・自立志向(Independence)、(2)集団志向(CollectivisticMindset)、(3)感情より理性

重視(Reasonnot Emotion)、(4)正直(Honesty)、(5)自然愛好(Loveof Nature)で、ある。

(1)独立・自立志向(Independence)

スウェーデン人は、ひとりひとりをとってみると独立・自立志向である。各人は社会生活においては公と私の区別を

はっきり分け、個人的には周囲からの影響を受けることなく自分らしい生き方をすることを好む、このことはスウェー

ヂン人が他人との付き合いにおいて、人に借りをつくることをできるだけ避けようとする性格の中に表れている(これ

は親子の間にあっても同じ)。この独立・自立志向は、普から広大で厳しい自然環境の中で、少ない人口がひとりひと

り散ばって生きてこなければならなかった歴史的背景もあるであろう。

(2)集団思考(CollectivisticMindset) 

一方、人との社会生活における公の笛では、スウェーデン人は集団志向で、ある。

スウェーデン人は自分の属する社会で意思決定するときは、関係者が皆で論議する。そしてその結果、多数の人が

賛関して決まったことには全員が従う。すなわち社会生活においてはコンセンサスを重視するのである。

(3)感性より理性重視(Reasonnot Emotion) 

スウェーデン人は、できるだけ事実にもとづいて考え、結論を出そうとする。

従ってものを考えたり議論するときは、感情を交えないことを良しとする。ただこの性格は必ずしもセールスマンには

向いていないと言える。

(4)正直(Honesty)

スウェーデン人は他人に対し、自分の考えや情報を隠さず、正確に公表するという点で「正直Jである。スウェーデ

ン人は、うそは勿論のこと、誇張も嫌う。これはヴァイキング時代からの伝統である。スウェーデンの「正直Jは、 16世

紀以来のプロテスタントがもたらした個人主義(神の前では全てが自己責任)のモラルからも大きな影響を受けてい

る。この「正直」があるので、スウェーデンでは国民は政府を信用し、政府も国民を裏切らず、高負担高福祉の社会

が築けた。

(5)自然愛好(Loveof Nature) 

スウェーデン人は少ない人口が広大な土地に住んでいるので、必然的に人々は自然に固まれた環境の中で育って

いる。従って自然に対する愛着がことのほか大きい。

スウェーデンと白本の類似点と相違点

スウェーデン人と日本人は、性格的な面において内向的なところ、感情を表に出さないところ、人との対立を望まな

いところ、コンセンサスを重視するところ、勤勉なところなど類似点が数多くある。地理や歴史的にみても、両国とも大

陸の極北と極東に位置して孤立しており、独自の言葉を話すこと、また西欧に遅れて工業化が始ったにもかかわら

ず現在は強い産業をもち、教育レベルが高い、など大変よく似ている。

国民性としては、両国とも集団志向であるところは表面的には似ているが、個々にみるとスウェーデン人は個人主

義であり、日本人は集団主義でかなり違うところがある。コンセンサスを重視するといってもスウェーデンでは事実を

もとにして議論をする方法をとるが、日本の場合は議論より全体として情緒的な解決にもっていくことが多い。

両国民とも社会的モラルは高いが、日本とスウェーデンの違うところは、日本人は人の自の届かないところでは規

則違反や公のモラルに反する行いをすることがある。

スウェーデン人は大半が政府を信用しているが、日本人は政府を信用していないようだ。
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第66国スウェーデンから見た日本一一ジャパン・コネクションを探る

国際ジャーナリスト

土野繁樹

土野氏は同志社大学、米国コルビー大学を卒業、 TBSブリタニカで「ブリタニカ国際年鑑」編集長、「ニューズウィー

ク日本版J編集長など、国際的なジャーナリストとして活躍してこられました。現在はフランスに在住しながら、月刊誌

「ふらんす」に随筆「ドルドーニュ便りJを連載中で、す。(通常は、講演から編集部が原稿を起こすので、すが、土野氏は

ご自身で執筆してくださいました)

軽業師とヒヨコ鑑定士

ストックホルムの娘のアパートの書架を眺めていたら、岩波文庫の『米欧回覧実記』が自に入った。これは岩倉具

視を代表とする130年前の明治政府視察団の記録である。なにげなく頁をめくっていたら、「端典(スウェーデン)国の

記」という章があるのを発見した。そこには1873年初春のストックホルムに滞在した使節団の一週間の足跡が記録さ

れていた。

文庫本で20頁の短い記述だが、はじめの10頁は百科事典の国項目のような内容である。冒頭に“端奥国は、那威

(ノルウェー)固と合同して、一王を奉す"とあり、当時!ま合同王国で、あったことがわかる。その国民性は“古事に於い

て、海猛にて殺伐を好み、海賊窓略を事としたり、今に至るまで、風俗甚だ剛毅"とある。スウェーデン人はバイキン

グの末喬で、いまでもその気質を受け継いでいると説明しているのである。歴史も地理も要領よく概略が書かれてい

て、貨幣(グローネル=クローネ)についての記述も詳しく、交換レートまで書かれである。人口は425万492人、篤が

42万8000匹、豚が33万4000匹などの詳細な数字はスウェーヂン政府の統計を流用したものだろう。

岩倉一行は4月23日コペンハーゲ‘ンからマルメに船で到着しているが、その日この視察団の記者は、スウェーデン

にはじめて来た日本人は、軽業師で、あったと書いている。明治維新の後、横浜あたりの西洋人にその腕を買われて

サーカス団に入り、スカンジナビ、ア各地を巡業していたのだろうか。フランスの作家ジューjレ・ベルヌのW80日間世界

一周』にも主人公の従者が横浜で一文無し!こなって、サーカス団に入るという場面があるが、当時の欧州での日本

人のイメージはサーカスの軽業師いうイメージだったようだ。

余談だが、岩倉ミッションのスウェーデン訪問の研究をしているヨッテボリ大学のヱド、ストラム教授によると、日本か

らの派遣団の滞在費はすべてスウェーデン政府がもったとし可。王宮での歓迎晩餐会の席で、伊藤博文は隣のスウ

ェーヂンのプリンセスiこ、一言も口を聞かなかったとし巧記録もあるから、あの社交的な伊藤も当時の外交マナーは

失格だったようだ。

岩倉一行のマルメ到着から100年後の1973年iこ、同じく海路でわたしはマルメを訪れた。当時の臼本の造船業の大

攻勢で、競争に敗れたマルメにあるすべての造船所が倒産し閉鎖していた。“あれが使われなくなった造船所よ"とス

ウェーデン人の船長の娘である妻が沈んだ声で、湾内の大型クレーンを指差したことを思いだす。それを見て、自分

がなにか悪いことをしたような気持ちになったものだ。

その頃スウェーデン南部のスコーネ地方で、最もよく知られている日本人は“チキン・ソルテラ"と呼ばれる人々だっ

た。彼らは、鶏のヒヨコの性別を目にも止まらぬ速さで識別する技術(卵を産むメスを選ぶ)をもっ鑑定士の出稼ぎ集

団で、ある町では、この元締めの日本人が一財産を作って大邸宅に住んでいるという話を聞いたものだ。造船とヒヨ

コ鑑定、なるほど技術立国ニッポンだなと、ひとり苦笑いした記憶がある。

有名人“消えた日本人“

今回の滞在中、“スウェーデンで一番よく知られている臼本人は誰でしょうか“という質問をしたら、面白い答えが返

ってきた、中年以上の多くの人が1912年ストックホルム五輪に出場した臼本人マラソン選手を挙げていた。その人
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は"消えた日本人“として知られている金栗田三(かなくりしぞう)である。

スウェーデン人の聞で語り継がれている“消えた日本人"の不思議な出来事!ま次のようなものだ。マラソン競技があ

った1992年7月14日、各国選手が次々とメイン・スタジアムに帰ってきたが、ただひとり日本人走者が戻ってこず大

騒ぎになる。主催者は警察に捜索願をだしたが、日本人の行方はわかずそのまま消息を断った、というミステリーで

ある。“消えた日本人"の真相はその後明らかにされるが、その顛末の面白さもあり、スウェーデン人の間では、事件

から1世紀もたつ今でも彼は昭和天皇、黒沢明などと並ぶ有名人なのである。

1967年の春、金粟はストックホルムのビジネスマンに招待され、 55年ぶりに姿を現したのでスウェーヂンのマスコミ

はこのニュースに飛ひ寺ついた。スウェーデンの代表的新聞ダーゲ‘ンス・ニヘテルが“帰ってきた日本人"という見出し

で事件の顛末を伝えているので、その記事の要約を紹介してみよう。

「消えた日本人が戻ってきた。彼は55年前と同じように、ペトレ郡の庭で‘フルーツ・ジュースを飲んでいる。金菜は当

時26歳、日本は五輪初参加で、彼は代表選手わずか二人のうちの一人だった。マラソン当日は大変な暑さだったこ

とを、金菓は覚えている。他の選手は最初から飛ばしていたが、彼はそのペースについていけなかった。中間地点に

きたとき突然めまいがして倒れてしまった。しばらくして立ち上がり歩いていたら、近くの邸宅の庭に迷い込んだ。ペト

レ家ではちょうど庭のテーブ、ルでジュースを飲んでいるところだった。当時、 11歳だった息子のペンキトが短パンの招

かざる客を見つけ、ペトレ家はその客人をジュースでもてなした。その後、金粟はペトレ夫人の寝台で一休みして、主

人の背広を借りて電車にのってストックホルムに戻り、翌日、五輪関係者に報告をせず姿を消した。それが真相であ

る。 55年後、ペトレ邸を再訪した“消えた臼本人"はペンキトとその日と同じジュースを飲んで乾杯したJ

1記事にはその日は暑くて途中で放棄するランナーが他にもいたとあるので、完走できなかったのは金菜だけではな

かったようだ。金粟が消えてしまった理由を、記者は「東洋では面子を大事にする。完走できなくあわせる顔がない、

と思ったのではなかろうかjと推測している。

わたしの年配の知人は1967年に金棄がオリンピック・スタジアムを再訪したときの新聞写真のことを憶えていた。あ

とで調べると、写真には「彼は54年8月6日32分20・3秒をかけてマラソンを完走した。これは世界新記録であるJとユ

ーモラスなキャプションが付いていた。金栗は大歓迎を受け、国王の弟プリンス・パーテルとの後見もしている。

エクスプレセン紙によると、日本の駐在武官が金栗をベレト家に引き取りにきてストックホjレムに帰ったとあるので、

警察など関係者は事件の真相を知っていたと思われるが、庶民のレベルでは不思議な日本人の話として語り継がれ

たのだ。いまなら、主催者に迷惑をかけた男として非難されるのが落ちだが、当時はのどかな時代だった。 1912年の

五輪には綱引き競技があり、ストックホルムの警察チームがロンドンの警察チームを破り優勝し、それがニュースに

なるような時代だった。「消えた日本人のストーリーをなせeスウェーデン人は好きなのでしょう ?Jと、雑誌記者のエ

パ弓ハネソンさんに聞くと「面白い話だし、スウェーデン人が好きなフルーツ・ジュースで、彼が元気を取り戻したとい

うのが、いいわねJと言っていた。ちなみに金菜は臼本マラソンの父と言われていて、金粟賞は箱根駅伝の最優秀選

手に与えられる貰である。

ノーベル賞博物館での発見

12月になるとストックホルムの市庁舎で国王、王妃列席の下、ノーベル賞晩賛会が行われる。晩餐会場は青の聞と

呼ばれている。スウェーデンは人口950万の小国だが、ノーベル賞は、流行りの言葉でいうと、この国の最高のソフト

パワーだと思う。わたしは、ストックホルムを訪れるたびに、ノーベル賞博物館(元証券取引所を改造したこじんまりし

た博物館。オーディオ・ピ‘ジュアルを駆使したプレゼンテーションは魅力的)に行くのだが、昨年の春は、アインシュタ

イン特別展をやっていた。彼の生涯の歩みの展示のなかに、アインシュタインはなんどもノーベル物理学賞の候補に

上がったが、選考委員会内部で意見が割れて受賞をしたのは15年後であった、ということが紹介されていた。「相対

性原理!ま宗教である」と断固反対する物理学者の委員の手紙の展示もあり、天才もすぐには認められなかったこと

が分る。展覧会で彼が大変な亭主関白であったことも発見した。二度目の妻と結婚にさいして“3度の食事は書斎に

“、"旅行に一緒に行くことは求めるな“など委が従うべき項目が書かれた手紙があった。これを見て、一昔前に流行

った、さだまさしの歌"関白宣言“などやわなものだ、と思ったものだ。

アインシュタインは1922年の秋、当時の日本の出版社・改造社の日本講演旅行の招待を受けて客船で神戸にむか

っていたときに、ノーベル賞受賞の正式通知を受けている。彼は船中で選考委員長宛に“受賞を名誉に思う“との礼

状を書いているが、そのドイツ語で書かれた手紙のレターヘッド、は日本郵船の北野丸とあった。わたしはアインシュタ

インのジャパン・コネクションを発見して愉快だったo

1922年の来訪でアインシュタインはE本が大好きになったようだ。当時の日本人の克己心ややさしさに心を打たれ

たのはたしかだが、彼が最も感銘したのは、日本の自然と芸術だった。アインシュタインは「日本では自然と人間が

一体化しているように見える」と言っている。彼が現代日本を再訪したらなんと言うだろう。日本ではビジネスと人聞が
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一体化している、テレビと人聞が一体化している、と嘆くかもしれない。

わたしはノーベル博物館を訪れるたびに、ノーベル財団の日本受賞者に対する扱いは好意的だと思う。多くの文学

賞周受賞者のなかで大江健三郎が国王からメダルを受け取る場面がビデオで流れている。数年前、ストックホルムの

町を歩いているとノーベル賞博物館の広告ポスターがあり、ヘミングウエーからアインシュタインまで歴代の受賞者15

人ぐらいの顔写真があり、そのなかに化学賞のあの“癒し系の人"回中さんの顔も入っていた。数年前の夏、博物館

で、ノーベル賞受賞者何人かの横顔を摘く短編ド、キュメンタリーが上映されていたが、そのなかに、 )11端康成をインタビ

ューする40年以上前の三島由紀夫の姿があった。別の場面で、日本についてインタビューを受けた三島はなかなか

絡調のある英国英語で「日本文化には神経質(nervousness)な要素があるJと言っていたのが印象に残っている。繊

細な神経(sensibility)と言わす、に神経質(nervousness)と使った三島はさすがに鋭い。

寿司ブームとオナカ・ブランド

ストックホルムには、いたるところに寿司屋があり、都絡、六本木、玄海、ヘレン、ドラゴン・・と150軒はあるのではな

かろうか。人口当たり!こする欧州の都市では一番多いという。 30年前には数車干しかなかったから、隔世の感がある。

若者のグループがやっているインターネットサイト!こSUSHIというのがあり、新しい底、お勧めの屈などの情報と提供

しているから、寿司はストックホルムで、完全な市民権を得ていると言っていいだろう。スーパーでも美子司fも'yクを売っ

Lている。

ある地下鉄駅の階段入り口の脇!こ4坪くらいの寿司屋があった。数人の若い女性が味噂j十と握りを旨そうに食べて

いるので、窓越しにメニューを見ると、定食は芸者、侍、将軍、相撲の4種類があった。相撲メニューが、ボリュームが

あり値段が一番高く145クローナ(2000円)で、握り121留と巻き5つが付くと書いてあった。日本はまだ大衆レベルで

は、芸者、侍、将軍、相撲の世界なのだなとうんざりしながら、握っている人を見ると、野球帽をかぶったフィリッピン

人らしき青年だった。その手伝いをしているのはスウェーデン人の若者と韓国人らしき女性で、壁にはキリストの小さ

な函がかかっていた。大多数の庖は日本人の寿司職人ではなく、アジア出身の外国人が握っている。

滞在中に数軒のサラリーマンやOLが入っている寿司屋をのぞいてみたが、まあまあの味であった。ネタはなんと言

ってもスウェーデンが好きなシャケが中心だった。中心街にあるレストラン・ピルの2階に大きな寿司屋(50人収容)が

入っていたが、入り口に日本らしさを演出するために、日本語の看板がかかっていた。“秘密厳守"などと警かれてい

る武蔵小杉駅ちかくの探偵社の広告だった。どこで、手にいれたのか知らないが、これには戸惑った。この庖で寿司

を握っているのはインド、パキスタン系の若者であった。

寿司ブーム!ま、グローバル化の象徴みたいなものだが、日本経済が日の出の勢いであったころの象徴のような食

品ブランドがある。いまから20年くらい前だろうか。わたしは、南部の小さな町のスーパーで買い物をしているときに、

大きな字で、ONAKAと書かれているヨーグルトを見つけたので、ある。 ONAKAはまさしく腹のことで、カートンlこは“自本

人はおなかに精神がやどっていると思っている・・これを飲めば心身ともに健康になる"と書いであった。日本の工業

製品はハイ・クオリティのシンボルで、世界を制覇しつつあった時代だったので、その評判に乗じてヨーグルトに

ONAKAと命名したのだろう。今回、滞在中にいくつかのスーパーで買い物をしたが、 ONAKAヨーグルトは健在だっ

た。ブランドが定着しているとの印象だが、カートンから、おなかと精神の関係は消え、“日本の酵素をつかっている"

との短い説明だけがあった。

食べ物に関する最新のジャパン・コネクションをご紹介しよう。いまこの町の食通の聞で流行しているのは、なんと日

清製粉の“パン粉"である。新聞にもパン粉の広告がのっていたが、一流のレストランは日本製のパン粉を使ってい

ることを宣伝し、個人のパーティでは、これを使うのが格好のよいことになっているというのだから面白い。パン粉で

貢献するニッポンである。

スェーデンのイスラム移民

わたしが始めてスウェーテ、ンを訪れたのは、 30年以上前だが、その頃と今となにが一番違うかというと、移民の存

在だ。ストックホルムの中央駅には移民とその2世と思われる人々が溢れていた。 30年前にもエチオピアやハンガリ

ーからの難民に会ったことはあるが、大きな存在ではなかった。しかし、今度の滞在中、新聞・テレビは毎日のように

移民とその2世の問題について報道していた。

スウェーデンの移民人口は1970年!こ4%だが、 2005年には16%(総人口950万のうち150万)と急増している。そのう

ち国籍を取得したのは12%だから、経済だけでなく政治へのインパクトも大きく、昨年8月は総選挙のキャンペーン中

で、アラビア語で社民党へ投票を呼びかけている地下鉄の広告を見て驚いた。

新しいスウェーデン人と呼ばれる彼らは、多くの固から来ているが、最近は半分以上がヨーロッパ以外の国の出身

http://www.82bx.netペjiss/2007.12.31 /2_2.html 
7 

3/4ページ

2008/03/14 



スウェーデン社会研究所所報

者だ。その多くが、戦火と迫害を逃れてきた政治難民とその2世である。昨年10月に、総選挙で野党連合が勝ち政権

交代があったが、移民・統合大臣になったのは11歳のときにアフリカのフ、ルンジから来て国籍をとった30代の女性だ

った。これなど、いろいろな問題もでできているなかで、移民政策の成功例だろう。日本で、はちょっと考えられないこと

である。

スウェーデンの南の都市マルメは人口50万の港町で、外国生まれの市民が人口の34%にもなっているo最近で

は、旧ユーゴスラビア、イラク、ソマリアからの移民が増えているようだが、これらの国はいずれも戦争で難民をだし

た国である。スウェーヂンは第二次世界大戦中から、人道的な立場から政治難民の受け入れに積極的で、ナチスの

迫害を逃れてきたユダヤ人、ベトナム難民、イラク難民まで、世界の駆け込み寺みたいになっている。昨年だけで

8100人の政治難民を受け入れている。ちなみに、昨年、滞在許可を得た外国人は62000人(80%が永住許可)で、そ

のうち13%が政治難民だ。

イラク戦争が2003年に始まって以来、スウェーデンはイラクからの政治難民を受け入れているが、 2007年だけで2

万人になると予測されている。その数を日本の人口で換算すると25万人になる。スウェーデン人の心の広さには感嘆

するばかりだ。アメリカはというと2007年8月までに僅か685人である。これはアメリカの恥ではないか。

日本の政治難民受け入れは、どうなっているのだろうと思い調べてみると、 1982年に国連難民条約に署名して以

来、昨年まででわずか320人である。この数字をみると、日本は緒方貞子さんという素晴らしい国連難民弁務官をだ

した固なのに、政府の対応は、原則ヒトは受け入れない鎖国政策で、江戸幕府なみと言っていいだろう。

スウェーデンは移民・難民に関して多文化主義(マルチ・カルチュラリズム=少数民族の文化・宗教・言語アイデン

ティティを維持しながら、融合をすすめる政策)をとっている。これを具体的政策で言うと、新しいスウェーデン人に市

民として同等の権利を与えながら、出身国の文化を維持する機会を政府が提供している。モスクやイスラム・センタ

ーに補助金をだすだけでなく、学校では移民2世の母国語を教えている。今では予算不足で大幅縮小になったようだ

が、わたしの義理の兄(前県副知事)の話によると彼の県では、 60ヶ国語を教える教師を準備しなくてはなかった、と

冨う。

わたしは、ストックホルム滞在中にイスラム移民の町があるというので、訪ねてみた。たしかにアラブ¥アフリカ系の

人ばかりだが、平均5階建てのアパートが立ち並んでいて、公園もあり環境としては悪くない。日本の都会ならどこで

もあるアパート群で、低層なので、こちらのほうが住みやすいくらいである。ひとつ気付いたのは、アパートが汚れて

いて、スウェーテーン人が大好きな花壇など、どこにもない。

同国人でも価値観、ライフ・スタイルのちがいは摩擦の原因になるが、異民族、異文化聞の場合、その度合いは大

きくなる。その上、宗教がからむと問題はより複雑になるだろう。一昔前までは、ほぼ単一民族で文化・伝統がはっき

りしていたスウェーデン社会が、急激に移民・難民を受けいれたため、混乱がおき、治安、同化の問題が浮上してい

る。

ストックホルムで暮らす友人のジャーナリスト、オーレ・ロザンダさんにスウェーデンの移民政策について尋ねたら、

彼は「義務教育でスウェーデン語を学ぶのにちゃんとしゃべれない、社会に融合しない新しいスウェーデン人が増え

ている」ことを嘆き「政府は大失敗をしたJと激しく批判していた。私はストックホルム滞在中に美術館、博物館めぐりを

したが、入場料無料なのにアラブ、アフリカ系の訪問者はほとんどいなかった。このことからも多文化主義の限界を

感じ、世界に向かって最も開かれた国スウェーデンも、移民政策の転換をせまられている、と患ったものだ。

スウェーデンと日本の状況は違うが、老齢化、少子化が進む臼本は、経済活性化のために外国人労働者が毎年数

十万必要だといわれている。そのための総合的な移民政策が必要だろう。

岩倉ミッション、消えた臼本人、寿司ブーム、ノーベル博物館、イスラム移民と異なるテーマのバイキング料理のよう

になりました。お口に合いましたでしょうか。なかなかおいしい国ですので、機会があればぜひお出かけください。
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第67田平和構築 スウェーデンの貢献と日本との協力

2007年12月31日発行...所報No町341

一橋大学法学研究科

客員教授

中満泉

私(中満泉)は、大学を出てから20年、海外において主として国際機関で難民、紛争解決、平和維持に関する仕

事に携わってきた。その問、スウェーデ‘ン人の夫との関係で、 5年間スウェーデンの国際機関にも勤めた。現在!ま一

橋大学で教鞭をとっているが、(専門分野!ま「平和構築J)本日は、私の経験を踏まえて、学生の講義とは違った形

で、国連の平和構築やスウェーデンがどうかかわっているか、などについてお話しようと思う。

話の構成としては、 1 f和平構築Jf国際平和協力Jとは何か。 2 スウェーデンはどのような貢献をしているか。 3

「冷戦後の平和協力jの課題。 4 f 日本の課題と今後の協力の可能性j

とし巧11頃序にてお話しするつもりである。

国連平和維持(PKO)活動の誕生

世界における平和維持活動は、主として国連を中心に行われているが、国連の平和維持を目的とした活動は、

1948年にフォルケ・ベルナドッテ伯(スウェーデン)が国連休戦監視機構を設立したことに始まる。ベルナドッテは最初

の国連調停官となって、パレスチナとイスラエルの停戦に貢献するとともに、 1949年に国連インド・パキスタン軍事監

視団を組織し、停戦に尽力した。

国連の平和維持活動を本格的に立ち上げたのは、第2代国連事務総長となったダグ・ハマーショルド(スウェーデ

ン)である。彼は1956年に第一次国連緊急隊UNEFを設立。スエズ危機、コンゴ動乱の停戦に命をかけた。ハマーショ

ルドは「国連PKO活動、生みの親Jといわれている。

国連PKO活動は、二人のスウェーデ、ンのファウンディング・ファザーズ、によって立ち上げられたわけで、あるが、それ

ではこの活動は国違憲章のどこに記載されているのであろうか。実は、国連憲章のどこにもそれは規定されていない

Dである。

ハマーショルドの業績と人となり

国連PKO活動の生みの親といわれるハマーショルドは、どのような人物であろうか。彼lま1905年、スウェーデンのヨ

ソショッピングlこ生まれた。国連において国連事務総長になると、米国と中国の対立の中間に立ち、 1954年、中国か

ら11名の米軍人捕虜の解放を果たした。 1956年、スエズ危機が始まると、 UNEFを設立、その平和活動ではソ連と対

立したが、西側諸国と中小固からは大きな信頼を寄せられた。 1961年、コンゴ和平調停活動中に飛行機事故で殉

職。この事故には今でも陰謀説がある。哲学、抽象絵画などにも造詣が深く、俳句への理解の深い文人であった。

今日の国連平和維持活動

1948年から始まった国連の平和維持活動であるが、現在ではその活動範囲は非常に広いものとなっている。国連

の平和維持活動は三つの柱からなっている。

1紛争の予防(紛争への介入、和平活動)

2平和の維持

3平和の構築(民主化、民族対立や格差の解消)

1948年以来、国連では合計61のミッションを展開してきた。 2007年8月現在、行われているミッシヨンでは、軍人を含

むミッシヨンが16、その他(軍事部隊を含まない)平和ミッションが3、合計19のミッシヨンが展開されている。その国連

の平和維持活動がどのくらいの規模で行われているか、異体的な数で示す。

.19の平和協力ミッションで働くスタッフ総数

(文民、軍人、警察を含む)

.軍事部隊要員

102，619名

71，069名
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-軍事監視員(非武装)

・文民警察

.1948年以来の殉職者数

2.459名

9340名

2，392名

.1948年以来の平和活動への出費

. 平和活動2007~8年予算

約470億ドル=約5兆円

約50億ドル=約5360億円

スウヱーヂンの国連平和活動への貢献

スウェーデンは、二人の国連平和維持活動のファウンデイング・ファザーズを生んだことでも分かるように、固として

国際平和活動への関心が高く、積極的である。従来から、スウェーヂンがど、のくらい国連平和維持活動に貢献してき

たかを数字で示そう。

.1948年以来、のべ約80.000万人の軍人が国連平和維持活動に参加

・2006年、合計946名のスウェーヂン軍人が15のミッションに参加

.65名が殉職

スウェーデンの平和活動は、ますます幅庖く積極的になってきているが、最近の代表的な活動としては、アフガニス

lタン国際治安支援部隊(ISAF)への参加がある。 ISAFはボン合意によって設立が要請され、安保理決議1386によって

設立。 NATOの指揮下で、 NATO加盟国26カ国、非加盟国11カ園、計約33.000人が活動している。スウェーデンは

ISAFに要員を派遣し、現在、約350名の軍事要員がマザリ・シャリフ(アフガン北部地帯)に展開、治安支援を行って

いるほか、地方復興チーム(PRT)を指揮、民生復古の支援を行っている。そのほか、 ISAF以外でも、 EU警察支援ミッ

シヨンに文民警官を派遣したり、スウェーデン・アフガニスタン委員会の活動を行っている。

冷戦後の平和協力の課題

1990年代に冷戦が終わってから、世界で起きる紛争は多様化、グローパル化し、それにともなって国際平和活動も

変化を求められている。いくつか例を挙げると、

-紛争の処理から紛争の解決へ

・軍事介入が国連PKOから多国籍軍による強制活動へ

.民主支援目的から広義の安全保障確保へ

・国民の支援から国家(再)構築支援へ

といった変化である。なぜこのような変化が必要かといえば、最近!ま武力による紛争を従来の方法で一時的に停止

させたとしても、紛争地域における治安の確立、人権の安全保障、国家形成(再構築)、経済の発展(貧困からの解

放)などがなされなければ、紛争は再発し、真の平和は実現しえなくなっているからである。これらの変化にどう柔軟

に対応していけるか、これがこれからの平和協力における課題である。

日本の貢献

ここで日本の国際平和活動について述べよう。

日本は平和活動でどのくらい国連に協力しているかといえば、 1992年に国際平和協力法ができ、これに基づいてこ

九まで、述べ5700名を現場に派遣してきた。 2007年9月現在、計38名を国連PKOに派遣している(軍事要員30名、軍

事監視員6名、文民警察2名)。ただ現在、日本には派遣に対して参加5原則という厳しい縛りがあり、アフガニスタン

のような危険の高いところへは派遣できない。

日本の持つ課題とコンゴの協力の可能性

日本の平和活動における最大の課題は、国際平和活動の多様化に対応ができていないことである。その原因とし

ては、日本は第二次大戦で敗北し、アメリカ占領軍のもとで作られた新憲法でうたわれている戦争放棄が、多くの国

民に支持されていること、戦後の日本の政治や社会風土の影響など色々挙げられる。が、私が日本の外側から見て

の印象としては、日本の平和構築、平和協力で遅れているのは、この分野での人材の決定的な不定である。平和活

動への人材の育成に対する日本の人事政策(政府、民間企業を含む)の柔軟性のなさは自を覆うばかりである。

日本は経済大国であり、先進国のひとつとして平和化つどにもっと参加して欲しいと、世界から要望が寄せられて

いる。日本において優れた人材の育成がで‘きたならば、日本のみならず、十分に活用されていない途上国の知見を

掘り起こすことが可能である。

また、人材の育成ができれば、東洋のB本と西欧のスウェーデンは、多くの領域で協力できる可能性が出てくると

思う。

私は日本人が得意な東洋的なコンセンサスアプローチと、スウェーデン人の得意な西欧的なアクティピ、ズムが協力

し合えば、政策的にも知的にも、世界平和に大きな貢献ができると考えている。日本は一白も早く、国際平和協力に
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積極的に参加で、きる体制を持った国になって欲しいと、私は願う。

(講演抄録文責 JISS所報編集部)
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ニッケルハルパnyckelharpalこ魅せられて

スウェーデンの伝統楽器ニッケルハルパ

「ニッケルハルパを知っていますか?J

日本で「知っているJとし、う答えが返ってくることは滅多にあ

りません。ではスウェーデンで、は皆が知っているかという

と、そうでもありません。

スウェーデンに留学して間もなくのころ、ストックホルムの

地下鉄に乗っていた時のことです。背負っていたニッケル

ハルパを「それは何?Jとスウェーデン人lこ聞かれて「ニッ

ケルハルパです!Jと答えたら、「知らない」と言われて驚

いたことを思い出します。連れの友人が知っていて、その

人から説明を受けると、私には「遠い日本から学びに来てく

れて有難う!Jと言ってくれました。

学校に戻ってその話をしたら、あっさり「そうね、民族音楽

はメジャーの文化じゃないから知らない人も多いのよJと言

われました。でも国民みんなが使っている50クローノルの

お札の絵は、表が美しいオペラ歌手で、裏はまさしくニッケ

ルハルパなのです。知らない人がいるなんてと思いました

が、実は「忘れ去られないようにJお札に印刷されたのだと

後から聞きました。

ちょうど津軽三味線が津軽地方で伝承されて、他の地方

の人にはあまり知られていなかったように、ニッケルハルパ

も伝承されてきた土地ウッブランド以外の人にとっては珍し

いものだったそうで、す。現在は、少なくともスウェーデンの

民俗音楽に興味を持つ人はその存在を知り、多くの若者が

演奏するようになってきています。ちょうど、日本で大晦日

の紅白歌合戦で、津軽三味線が演奏されて若い人に人気が

出てきたように、それを“カツコいい"と思う人も増えてきた

のです。

ニッケルハルパとの出会い

私がニッケルハルパと出会ったのは、ちょうど10年前のことで、した。

h 
』

2007年12月31日発行・..所報NO.341

日本ニッケルハルパ協会会長

鎌 倉 和 子

※ニッケルハルパを弾く著者

私は学生時代から民族舞踊研究会というサークルに所属し、世界各国のそれぞれの独特のダンスや音楽のリズム

に魅かれていました。そして縁あって結ばれた夫と共に、卒業後も社会人のサークルで同じ活動を続けていたので

す。そこでは毎年いろいろな国の指導者が招鰐され、自国の文化として伝承されてきたダンスが紹介されるのです

が、その一つに1997年のスウェーデンの民俗舞踊の講習会があったので‘す。

その折、ダンスの指導者として来日した野口雅彦さんとお会いしたのです。野口さんはスウェーテ、ン在住30年にな

る方で、ニッケルハルパを弾かれ、スウェーデンのポルスカダンスの研究者です。彼が、「この楽器は、今まで一度も

弦楽器を弾いたことがない人でも弾ける面白い楽器ですよ。誰かやってみたい人はいませんか ?Jと言って弾いたニ

ッケルハルパの音色の素朴な優しさに、私はすっかり魅了されてしまいました。

当時、すでに15年ほど前からボタン式アコーディオンを弾いていた夫は、忙しい銀行勤めの中、時間を見つけては

家で楽しそうに弾いていましたので、私も何か楽器がで、きたらいいのにと常々患っておりましたから、迷いはありませ

んでした。野口さんにお願いして、一台ずつ手作りのこの楽器を私のために作ってもらうことにしましたが、その時

lま、その出会いが自分の人生を変えるほどの大きなものになるとは夢にも思いませんでした。
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ニッケルハルパという楽器

ニッケルハルパは、スウェーデンの古くからの大学町ウブサラを中心としたウップランド地方に伝えられた伝統楽器

です。キーフィドル keyedfiddle (鍵盤付きバイオリン)という英語名がある楽器で、下に降ろしたキーを持上げること

で立っている小さな俸が動いて音の高さを決め、短めの弓で弾きます。つまり原理は大正琴と同じで、押して指で弾く

のが大正琴、押し上げて弓で弾くとこツケルハルパということです。ベルトがあり、首に掛けて歩きながら弾くことが出

来るので、村々で行われる夏至祭の行進などで活躍しています。

【特徴】

その最大の特徴は共鳴弦を持っていることです。 16本ある弦のうち実際に弓があたるのは4本で、残り12本は共鳴

弦になっています。どの音を鳴らしても対応する共鳴弦からの音と二重になって奏で、られるので、いつも深みのある

音色が得られます。

また、もう一つの特徴は鍵盤があることでしょう。現在普及しているニッケルハルパには37本のキーがあり、 3オクタ

ーブの音を出すことができます。キーを押せば必ず求める奮が出るので練習中に不快な音が出ることがありません

し、直接弦を押さえないので指が痛くならないという優れた特性を持った親しみやすい楽器です。

【歴史】

ニッケルハルパの歴史は14世紀にまでさかのぼることが出来ます。その存在を形跡として残すものとしては、スウ

ヱーデンのゴ、ツトランド島にある1350年ごろ建てられた教会の石のレリーフlこ、これを弾く人が彫り込まれています。

また、 1400年代に建てられた各所の教会の壁画にも数多く描かれています。そのような壁画などは、ドイツやデンマ

ークにも所々に残されているのですが、楽器本体は何故かスウェーデンのウップランド地方にのみ伝承され続けた

のでした。

鉄鋼業を中心にウップランド地方の産業は栄え、ニッケルハルパも改良されながら発展していったのですが、 1900

年代中頃以降にはウッブランドの老人たちだけが弾く楽器になってしまいました。このころ日本では、国立音楽大学

の学長が、ニッケルハルパはいずれ衰亡する楽器だろうと判断して同校の「楽器博物館」にンッケルハルパを取寄

せ、今でもそこに、その1台が保管されています。現在普及しているニッケルハル;¥は、キーを2段から3段にしてピア

ノの鍵盤と同じにして弾きやすくしたもので、アウグスト・ボリーン AugustBohlin(1877 ~ 1949)と、ニッケルハルパ中

興の祖といわれるエリック・サールストロム EricSahlstrom( 1912~1986)によって改良されたもので、す。

スウヱーヂン留学の経緯

私がスウェーデンでニッケルハルパを学ぼうと決心した理由は、他でもなく日本では教えてくれる先生がいなかった

からです。楽器は届きましたが構え方も弓の持ち方も分からないままでしたので、スウェーデンの野口さんに相談す

ると、あちらには学校があるということです。そこで2001年の夏、はじめて渡瑞してサマーコースに参加したのです。

ウップサラからローカjレ電車で40分ほど北上したトーボーとし巧村にあるエリ、yク・サールストロム研究所という名の

その学校は、上述のニッケルハルパ復興の祖エリックにちなんで作られました。「ニッケルハルパを学ぶことを通して

スウェーデンの民族音楽を学ぶ」ことを目的にした学校であり、唯一のニッケルハルパの研究施設であり、またスウェ

ーヂン園内のみならずいろいろな固から民族音楽にたずさわる人が集う場所でもあります。

1週間の寮生活を体験した私は、当地の安全性と清潔さlこすっかり安心し、それから3年後の2004年!こ、 1年間の同

研究所への留学を決意しました。それは、もちろん夫と3人の子どもたちの理解と協力なしには考えられないことでし

た。民族舞踊研究を共通の趣味として歩んで、きた夫婦であったこと、そして私のニッケルハルパと一緒にアコーヂイ

オンを弾くことを楽しみにする夫だったからこそ、むしろ本人の私よりも積極的に留学を望んでくれ、後押しをしてくれ

たのでしょう。

スウェーデンで学んだニッケルハルパ

研究所のクラスメートは、私を含めて14名。アメリカ人の女の子と私以外は全員スウェーデンの若者たちで、皆で助

け合う良いクラスで、した。

授業のカリキュラムはかなり充実していて、演奏の授業の臼の他に、民族舞踊の実技の日、民族楽器の歴史を学

ぶ白、音楽理論の臼など曜日によって決まっていました。

演奏の授業で楽譜を使うことはありませんで、した。先生が弾いては、生徒が弾くという繰り返しを根気強く続けてい

く民俗音楽の伝承方法で、先生はじっくりと楽譜で、は表せないものを伝えようとしているようでした。そして少し先を歩

いている先輩として「自分の持っている全てを次の世代の人たちに残していこう」とし巧強い意志を持って綬業に臨ん

でいると感じました。

そして、印象的た、ったのは「民俗音楽を演奏する人は踊りを知らなければならない」と繰り返し言われたことです。

身体でリズムをとらえなければ、指先のテクニックだけでは弾けないので、す。一人ず、つ順番にダンスのために弾くと

し可侵業もありました。短いフレーズの繰り返しが多いダンスの曲を、メロディーの音ははずしてもリズムだけは狂わ

せないようにして長時間弾くのはなかなか大変です。しかし踊り手に喜んでもらえる演奏をすることは、民俗音楽の演

奏者としての誇りであり、スウェーデンの演奏者はそれを目指しているようでした。そしてそんな授業の中で生徒たち

は、地方ごとに異なるリズムや、複雑なリズムを学んでいったのでした。
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民俗音楽を楽しむ人々

スペルマンス・ステンマ spelmansstamma(演奏家の集い)という民俗音楽の演奏者が、皆で、弾くというスウェーデン

独特のお祭りがあります。毎年6月の末から8月の中頃までは、週末ごとにどこかで開催されているといってもいいくら

いです。民俗音楽ニュースといった装丁の小冊子が毎年発行され、その予定表が載っていますo7月の初旬などは殆

んど毎日なので、テントやキャンピングカーなどで治まりながら次のスペルマンス・ステンマの開催地に移動する人が

たくさんいます。特に有名なのはダーラナ地方のピ、ングショー 8ing句。村のステンマで、前日まで誰もいなかった野原

が楽器を弾く数千人の人々で埋め尽くされます。

冬は暖かい屋内でのステンマがあります。スウェーデンの冬は早めに暗くなるので‘ロウソクのまTりが大活躍。電気

の蛍光灯で何でも見えるように明るくするなんて野暮なことはしません。ほの暗いなかで演奏者が弾き続け、曲にあ

わせて踊り続ける男女のシルヱットのなんと美しいことか!外は一20
0Cだとしても、そこは熱気で溢れています。「何

時に終わるの ?Jと聞いてみたことがあります。すると、嬉しそうlゴ全員が帰ったら!Jと答えてくれた友人の、はちき

れそうな笑顔が今でも忘れられません。その夜、私たちが帰ったのは午前2時。まだまだ終わる雰囲気ではありませ

んでした。

民俗音楽の演奏者たちは、日常的には、町や村にあるスペルマンス・ラーグspelmanslaglこ所属して、定期的に集

会所などで一緒に弾いて楽しみ、お互いの技術を磨いたりしています。民俗音楽や民俗衣装を大切に伝承し続ける

ダーラナ地方などでは、小さな村々にそれぞれのスペルマンスうーグがあり、その村のポルスカと呼ばれるダンス

lの曲の、特有のリズムやメロディーを伝えて保存してし、くのに役立っています。ラーグには大小があり、上手なラーグ

もあればそうでもないのもあります。人気のあるラーグはダンスパーティーに出演を依頼され、ダンサーたちは「ストッ

クホルムでオッシャ・スペルマンス・ラーグ Orsaspelmanslagが演奏するパーティーがあるよ、彼らの演奏で、オッシャ・

ポルスカ Orsapolskaを踊りたいね」などと、出掛けていくわけです。

またこんな楽しみ方もあります。初めて私がそれを体験したのは、 2001年の夏、丘の上の小さな教会で行われた、

プロの演奏家によるコンサートでした。客席にいる人の多くが楽器を持っているのを私は不思議に思っていました。

夜間持に拍手で、コンサートが終わったとき、白夜の夕焼けは果てしなく広がるウッブランドの畑を赤く染めていまし

た。その夕焼けの中で、教会の外に出た村人たちが持参の楽器を弾き始めます。さつきまで客席にいた人たちです。

そこへプロとして弾いていた人たちも加わります。誰かがダンスを踊り始め、次第にその数が増えてきます。そして、

いつ終わるともなく弾き続け、踊り続けるのでした。

民俗音楽の温もり

ステンマの時などは、何人かが集まって輪になって、誰かが自分の好きな曲を弾き始めるのですが、誰でもその輸

に入って弾けるので、す。その覧容さが私は本当に好きです。こちらのグループの弾いている曲は知らないけれど、あ

ちらのは知っていると思ったら、急いで、そちらに入って一緒に弾いてかまわないのです。

それから初心者だからとし巧遠慮も無用なのだそうです。最初の頃は「まだ弾けませんから入れません。私が入っ

たら変な音を出してご迷惑でしょうからJと、遠慮していました。そうしたら、皆がいうのです。「音は多いほうが楽しい

んだよ。どんな音だって和音になるから心配しなくていいんだJと。あんまり言われたので、入ってみました。なんと私

の変な音なんて、大きな音楽の中に呑み込まれてしまって楽しさだけが湧き上がってくるので、す。

あるステンマでのことです。おもちゃのギターを持った男の子がいましたo大人たちの演奏に混じって恐る恐るポロ

ンポロンと弾いていましたが、どんなに滅茶苦茶に弾いても大人たちがニコニコしているので、だんだん大きな音でか

き鳴らすようになってきました。リズムは合っていなくて、音楽的には無いほうがいいのでしょうが、誰もそんなふうに

は思わないようで、その子を見て「君がそこにいて、一緒に弾けて楽しくってしかたがないよJと微笑みかけるのです。

男の子はますます張り切って足で、拍子を取りながら、ロをとがらせ引き続けていました。彼にとって音楽って楽しいと

思った最初の瞬間だったでしょう。こうして、次の世代の人たちにも民俗音楽の楽しさが引き継がれていくのだろうと

思いました。

おわりに

私がスウェーデンで、学んできたことの中で、日本の人にいちばん伝えたいと思っていることは、 “幸せを感じる心を

持つことの幸せ"だという気がします。民俗音楽を楽しむということは、“一緒にここにいて、一緒の時聞を過ごしてい

る"そのことに幸せを感じるということなのではないかと思うのです。

私は演奏家になりたくてスウェーデンまで行ってニッケルハルパを学んできたわけではなく、ただ弾いてみたかっ

た。そんな私を人々は温かく包み込んでくれました。

私たちは今、ニッケルハルパとしヴ楽器を知ってもらうことを通して、スウェーチンの民俗音楽の世界にある“温も

り"を日本中に広めていきたいと願い、この度“日本ニッケルハルパ協会"を設立いたしました。

実は2007年10月12臼に、当スウェーデン社会研究所の大変温かいご支援のもとに、設立記念コンサートをスウェー

デン大使館で聞くことができ、お陰さまで素晴らしいスタートをさることができました。 所長の須永様ご夫妻をはじ

め、JISSの皆線の温かいお励ましをいただくことがなかったら、協会の設立は遠い先の話になっていたことでしょう。

この場をお借りして、心から感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。
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JISS所報原稿募集

2007年12月31日発行・・ ・所報No.341

JISS所報では、北欧・スウェーデンの歴史・政治・経済・社会制度などを研究しておられる方、公的機関や福祉・環

境・教育などの社会活動機関、企業活動等で、の交流を通じて北欧・スウェーデンに興味をお持ちの方、あるいはJISS

やJISS所報にご意見をお持ちの方々からのご投稿を広く募集しております。

応募方法は下記の通りですので、ふるってご投稿下さい。所報の編集方針に従って逐次掲載してゆきます。

1 応募資

特にありません。ただし氏名・所属・連絡先は明記下さい。匿名の投稿は受付けません。

2 内容と字数

北欧・スウェーデンに関するものであれば内容は自由ですが、 800字(程度)、 1，600字(程度)、

3， 200字(程度)のいずれかの文長でお願いします。

(まだ文になっておらず、テーマ、アイデアの段階であっても、投稿ご希望であればお気軽にJISS

所報編集部にご相談下さい)

3 掲載の可否と掲載時期

掲載の可否、掲載時期の判断はJISS内の所報編集部で行います。

送られた原稿!ま返却しませんのでご了承下さい。

4 謝礼

ご投稿への謝礼は無料ということでお願いいたします。

5 原稿の送付先

原稿は、 rJISS事務局所報編集部」宛て、 Eメール、郵便、またはファックスにてお送り下さい。
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